
は
じ
め
に

わ
が
国
の
基
幹
産
業
で
あ
る
も
の
づ

く
り
産
業
が
、
今
後
も
国
際
競
争
を
勝

ち
抜
い
て
い
く
た
め
に
は
、
も
の
づ
く

り
を
支
え
る
現
場
力
の
強
化
が
不
可
欠

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
も
の
づ
く

り
は
人
づ
く
り
」と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

ま
ず
は
、
若
手
人
材
を
確
保
し
、
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
高
度
な
技
術
・
技
能

を
継
承
・
育
成
し
、
も
の
づ
く
り
の

「
強
み
」
に
更
に
磨
き
を
か
け
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
若

者
の
も
の
づ
く
り
離
れ
、
超
少
子
化
の

な
か
で
、
中
小
企
業
を
中
心
と
す
る
多

く
の
も
の
づ
く
り
企
業
で
は
、
量
的
に

2008 Autumn IMF JC 48

も
質
的
に
も
若
手
人
材
を
確
保
で
き
て

お
ら
ず
、
技
術
・
技
能
の
継
承
・
育
成

が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
金
属
労
協

で
は
、
若
者
が
も
の
づ
く
り
現
場
を
就

職
先
と
し
て
積
極
的
に
選
択
し
、
次
代

の
も
の
づ
く
り
産
業
の
担
い
手
と
し
て

必
要
な
能
力
開
発
が
十
分
に
受
け
ら
れ

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
政
策

活
動
を
強
化
し
て
く
方
針
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
金
属
労
協
が
若

者
雇
用
政
策
を
立
案
し
て
い
く
た
め
の

重
要
な
素
材
作
り
の
た
め
に
行
っ
た
モ

デ
ル
調
査
の
ポ
イ
ン
ト
と
今
後
の
政
策

課
題
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
と
思
い
ま

す
。１.

調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト

今
回
の
モ
デ
ル
調
査
は
、
２
０
０
７

年
11
月
〜
２
０
０
８
年
２
月
に
か
け

て
、
特
に
若
手
人
材
不
足
が
顕
著
な
中

堅
・
中
小
事
業
所
を
中
心
と
す
る
１
１

５
単
組
へ
調
査
票
を
配
布
し
、
う
ち
１

０
０
単
組
（
事
業
所
）
か
ら
回
答
を
得

ま
し
た
（
回
収
率
87
％
）。
調
査
結
果

の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
注
‥
な
お
、
本
調
査
で
は
サ
ン
プ
ル
数
に
限

り
が
あ
り
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
一
定
の
幅

を
も
っ
て
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

若
手
技
能
者
不
足
が
現
場
の
中
核

を
担
う
中
堅
技
能
者
の
様
々
な
負

担
増
を
招
い
て
い
る

製
造
現
場
に
お
け
る
技
能
系
正
社
員

の
充
足
状
況
で
は
、「
ほ
ぼ
す
べ
て
の

職
種
で
不
足
」
し
て
い
る
と
回
答
し
た

事
業
所
が
３
割
（
34
％
）
を
超
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
「
今
後
５
年
間
で
不
足

が
予
想
さ
れ
る
」
と
回
答
し
た
事
業
所

（
14
％
）
を
加
え
る
と
、
団
塊
世
代
の

多
く
が
65
歳
を
迎
え
る
２
０
１
２
年
に

は
、
実
に
半
数
近
く
（
48
％
）
の
事
業

所
に
お
い
て
、「
ほ
ぼ
す
べ
て
の
職
種
」

で
技
能
系
正
社
員
不
足
が
予
想
さ
れ
る

深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図

表
１
）。
な
か
で
も
「
若
手
技
能
者
」

と
「
中
堅
技
能
者
」
の
層
に
不
足
を
感

じ
る
事
業
所
が
そ
れ
ぞ
れ
６
割（
58
％
）

も
存
在
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
（
図

表
２
）。

特
に
技
能
系
若
手
正
社
員
の
不
足

は
、「
所
定
外
労
働
時
間
の
増
加
」

（
49
・
３
％
）
や
「
非
正
社
員
の
指
導

に
関
す
る
負
担
増
」（
47
・
８
％
）
な

ど
、
現
場
の
中
核
を
担
う
中
堅
社
員
に

様
々
な
負
担
増
を
招
い
て
お
り
、
ま
た

そ
の
こ
と
が
、「
人
材
育
成
・
技
能
継

承
を
困
難
に
し
て
い
る
」
こ
と
や
、

「
仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

低
下
」
な
ど
に
も
影
響
し
て
い
る
と
の

指
摘
も
あ
り
ま
し
た
（
図
表
３
）。

資資
料料

政政
策策
・・
制制
度度
解解
説説
ココ
ーー
ナナ
ーー

「「
もも
のの
づづ
くく
りり
現現
場場
のの
若若
者者
雇雇
用用
にに
関関
すす
るる
状状
況況

調調
査査
〜〜
金金
属属
労労
協協
加加
盟盟
単単
組組
のの
モモ
デデ
ルル
調調
査査
〜〜
」」

調調
査査
結結
果果
のの
ポポ
イイ
ンン
トト

政政
策策
局局
主主
任任
／／
松松
崎崎
　　
寛寛

2233
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依
然
と
し
て
目
立
つ
若
者
の
も
の

づ
く
り
離
れ
と
、
現
場
に
お
け
る

低
い
女
性
比
率

技
能
系
正
社
員
の
採
用
に
つ
い
て

は
、
85
％
以
上
の
事
業
所
が
地
元
で
の

採
用
に
依
存
し
て
お
り
、
地
域
人
材
は

貴
重
な
戦
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

採
用
に
つ
い
て
は
、
新
卒
採
用
で
「
困

難
で
あ
る
」、「
や
や
問
題
が
あ
る
」
と

す
る
事
業
所
は
併
せ
て
７
割
（
68
・

７
％
）
に
も
の
ぼ
り
、
中
途
採
用
で
は

５
割
近
く
（
50
・
５
％
）
と
な
り
ま
し

た
（
図
表
４
）。

若
手
採
用
が
「
問
題
で
あ
る
、
困
難

で
あ
る
」
と
回
答
し
た
事
業
所
の
う
ち
、

そ
の
理
由
と
し
て
、「
採
用
し
た
い
地

域
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
若
手
人
材
が

不
足
し
て
い
る
か
ら
」
と
す
る
事
業
所

が
８
割
（
82
・
６
％
）
を
占
め
ま
し
た

が
、「
若
者
の
第
３
次
産
業
へ
の
就
職

指
向
」
を
挙
げ
る
事
業
所
も
半
数
以
上

（
54
・
３
％
）
を
占
め
、
改
め
て
若
者

の
も
の
づ
く
り
離
れ
が
目
立
つ
結
果
と

な
り
ま
し
た
（
図
表
５
）。

な
お
、
製
造
現
場
に
お
け
る
男
女
比

率
は
、
男
性
81
・
８
％
、
女
性
18
・

２
％
と
、
女
性
の
比
率
が
依
然
と
し
て

低
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

有
効
活
用
さ
れ
る
べ
き
政
府
の
若

者
雇
用
対
策
が
そ
も
そ
も
認
知
さ

れ
て
い
な
い

若
手
正
社
員
不
足
を
補
う
た
め
に
、

非
正
社
員
の
正
社
員
登
用
制
度
を
導
入

し
て
い
る
事
業
所
は
半
数
存
在
し
、
そ

透
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
結
果
も
浮
き

彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

現
場
が
求
め
る
若
手
人
材
は
「
工

業
高
校
新
卒
」、
重
視
す
る
資
質
は

「
人
柄
」
や
「
忍
耐
力
」

技
能
系
若
手
正
社
員
と
し
て
採
用
し

た
い
人
材
を
学
歴
別
に
み
る
と
、「
工

業
高
校
新
卒
」
と
の
回
答
が
圧
倒
的
多

数
（
96
・
８
％
）
を
占
め
、
工
業
高
校

の
学
校
数
・
卒
業
者
数
が
激
減
し
て
い

る
現
状
の
な
か
で
、「
工
業
高
校
新
卒

者
」
の
新
規
採
用
が
更
に
厳
し
く
な
る

懸
念
が
予
想
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
（
図
表
８
）。

ま
た
、
製
造
現
場
の
技
能
系
若
手
正

社
員
に
対
し
重
視
す
る
資
質
の
う
ち
、

上
位
を
占
め
た
も
の
は
、「
一
緒
に
働

く
た
め
の
人
柄
（
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
力
）」（
67
・
３
％
）、「
最

後
ま
で
や
り
遂
げ
る
忍
耐

力
・
ね
ば
り
強
さ
」（
62
・

２
％
）、「
も
の
づ
く
り
へ
の

情
熱
・
興
味
」（
54
・
１
％
）、

「
社
会
人
と
し
て
の
素
養
」

（
45
・
９
％
）
と
い
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
。（
図
表
９
）

逆
に
、
若
手
の
離
職
原
因
の

上
位
は
、「
職
場
で
の
人
間

関
係
」（
43
％
）、「
仕
事
に

対
す
る
認
識
の
甘
さ
」

《図表１》製造現場において必要な技能系正　
社員の数は足りているか？

（n＝100）

《図表2》製造現場における技能系正社員のう
ち、どの層に不足を感じるか？　

（n＝100、複数解答）

の
多
く
は
大
規
模
事
業
所
で
し
た
。
一

方
で
、
そ
う
し
た
制
度
の
整
備
よ
り
、

「
他
産
業
・
他
職
種
の
非
正
社
員
経
験

者
」（
32
・
３
％
）
や
「
ニ
ー
ト
で
も

意
欲
が
あ
れ
ば
採
用
し
た
い
」（
30
・

２
％
）
を
は
じ
め
と
す
る
中
途
採
用
に

意
欲
的
な
回
答
も
中
小
規
模
事
業
所
を

中
心
に
相
当
数
存
在
し
ま
し
た
（
図

表
６
）。

し
か
し
、
中
途
採
用
に
お
い
て
有
効

活
用
さ
れ
る
べ
き
政
府
の
代
表
的
な
若

者
雇
用
対
策
で
あ
る
「
デ
ュ
ア
ル
シ
ス

テ
ム
」、「
若
年
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
」

の
認
知
度
は
そ
れ
ぞ
れ
、
35
・
４
％
、

61
・
６
％
に
と
ど
ま
り
（
図
表
７
）、

活
用
状
況
も
そ
れ
ぞ
れ
４
件
、
３
件
と

芳
し
く
な
く
、
行
政
に
よ
る
周
知
・
浸

《図表3》若手正社員の不足により、中
堅社員にどのような影響が出　
ているか？　　　　　（n＝67）

●所定外労働時間の増加（33）

●非正社員の指導に関する負担増（32）

●精神的・肉体的な負担の増加（22）

●人材育成・技能継承が困難（13）

●モチベーションの低下（11）

●将来の管理・監督者不足への懸念（9）

●若手を育てる能力の低下（4）
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択
し
て
い
け
る
よ
う
な
戦
略
的
な
教
育

体
制
の
構
築
。
特
に
、
も
の
づ
く
り
現

場
か
ら
ニ
ー
ズ
の
高
い
工
業
高
校
に
つ

い
て
は
、
そ
の
特
色
を
生
か
し
、
科
学

技
術
の
進
歩
、
産
業
構
造
の
複
雑
化
な

ど
に
対
応
し
た
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
追
求
し
、

地
域
の
も
の
づ
く
り
産
業
に
と
っ
て
適

切
な
学
校
数
・
生
徒
数
の
確
保
を
図
る

た
め
の
取
り
組
み
。

●
学
校
、
教
育
委
員
会
、
地
域
産
業
・

企
業
が
と
も
に
連
携
し
な
が
ら
、
指
導

側
で
あ
る
教
員
一
人
ひ
と
り
に
対
し
、

も
の
づ
く
り
に
関
す
る
職
業
知
識
や
技

術
・
技
能
の
指
導
力
の
向
上
が
円
滑
に

行
え
る
よ
う
な
体
制
作
り
。

の
確
立
（
例
）

●
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
も
の
づ

く
り
に
興
味
を
抱
く
大
切
な
時
期
で
あ

る
小
学
校
・
中
学
校
教
育
で
は
、
も
の

づ
く
り
に
不
可
欠
な
基
礎
的
な
能
力

や
、
社
会
人
と
し
て
の
素
養
（
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
、

忍
耐
力
、
規
律
性
な
ど
）
を
育
む
た
め

の
実
践
的
な
「
も
の
づ
く
り
体
験
」
機

会
の
拡
充
を
図
り
、
同
時
に
も
の
づ
く

り
産
業
で
働
く
こ
と
の
意
義
や
職
業
適

性
に
つ
い
て
考
え
る
授
業
の
実
施
。

●
高
校
・
高
等
教
育
に
お
い
て
は
、
地

域
に
お
け
る
産
学
官
の
積
極
的
な
連
携

に
よ
っ
て
、
そ
の
卒
業
生
が
も
の
づ
く

り
現
場
を
就
職
先
と
し
て
積
極
的
に
選

（
41
・
９
％
）、「
想
像
と
入
社
後
の
現

実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
」（
39
・
８
％
）、

「
忍
耐
力
不
足
」（
31
・
２
％
）
と
な
り
、

も
の
づ
く
り
製
造
現
場
に
お
い
て
は
、

専
門
知
識
や
経
験
よ
り
む
し
ろ
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に

適
応
で
き
る
若
者
を
必
要
と
し
て
い
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、「
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
・

重
要
性
を
教
え
る
」、「
製
造
現
場
で
の

職
業
体
験
」、「
社
会
人
の
モ
ラ
ル
・
仕

事
の
意
味
に
関
す
る
教
育
」
な
ど
、
も

の
づ
く
り
教
育
を
中
心
に
、
社
会
人
と

し
て
の
素
養
を
育
成
す
る
教
育
の
充
実

を
訴
え
る
声
も
多
数
存
在
し
ま
し
た
。

《図表5》若手採用に「問題がある、困難であ　
る」原因は何か？
（図表４で採用に「問題がある」、「困難である」
を回答した事業所のみ、ｎ＝46、複数回答）

《図表6》ものづくり現場未経験者を中途採用
する場合に求める人材　

（ｎ＝96、複数回答）

２.

今
後
の
政
策
課
題

今
回
の
調
査
結
果
を
受
け
て
、
様
々

な
政
策
課
題
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し

た
。
今
後
、
金
属
労
協
で
は
次
の
よ
う

な
課
題
へ
の
対
応
を
含
め
、
も
の
づ
く

り
の
観
点
に
立
っ
た
若
者
雇
用
政
策
に

つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を
行

い
、
政
府
、
教
育
機
関
、
経
営
者
、
労

働
組
合
の
各
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組

む
べ
き
具
体
的
な
政
策
を
立
案
し
、
各

方
面
に
提
言
し
て
い
く
予
定
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
も
の
づ
く
り
に
興

味
を
抱
き
、
将
来
、
も
の
づ
く
り

現
場
を
就
職
先
と
し
て
積
極
的
に

選
択
し
て
い
く
よ
う
な
教
育
体
制

《図表4》製造現場における近年の技能系若手正
社員の採用に問題はあるか？

（新卒：n＝99） （中途：n＝91）
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る
よ
う
な
支
援
策
の
拡
充
。

女
性
や
ひ
と
り
親
の
積
極
的
な
活
用

を
図
り
、
一
層
活
躍
で
き
る
よ
う
な

職
場
環
境
整
備（
例
）

●
も
の
づ
く
り
現
場
に
お
け
る
技
能
系

正
社
員
不
足
の
解
消
に
む
け
、
現
場
に

お
け
る
女
性
や
ひ
と
り
親
の
積
極
的
な

活
用
と
、
そ
う
し
た
人
材
が
一
層
活
躍

で
き
る
よ
う
な
職
場
環
境
整
備
と
社
会

体
制
づ
く
り
。

＊
調
査
報
告
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
金
属
労

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.im
f-

jc.or.jp/public/report/report28.

pdf

も
併
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

練
技
術
・
技
能
者
が
子
ど
も
た
ち
や
若

者
の
憧
れ
の
存
在
と
な
る
よ
う
な
、
そ

し
て
若
手
技
能
者
が
自
ら
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
も
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
、
技
術
・
技
能
の
能
力
開

発
・
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
高
度
熟

練
技
術
・
技
能
者
の
社
会
的
地
位
の
向

上
。

●
次
代
の
も
の
づ
く
り
現
場
を
担
う
若

手
人
材
確
保
と
定
着
に
む
け
た
、
金
属

産
業
に
ふ
さ
わ
し
い
賃
金
・
労
働
条
件

の
確
保
、
職
場
環
境
・
福
利
厚
生
の
改

善
・
充
実
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
体
制
整
備
。

●
若
手
正
社
員
や
中
堅
正
社
員
の
精
神

政政
策策
・・
制制
度度
解解
説説
ココ
ーー
ナナ
ーー

「「
もも
のの
づづ
くく
りり
現現
場場
のの
若若
者者
雇雇
用用
にに
関関
すす

るる
状状
況況
調調
査査
〜〜
金金
属属
労労
協協
加加
盟盟
単単
組組
のの
モモ

デデ
ルル
調調
査査
〜〜
」」
調調
査査
結結
果果
のの
ポポ
イイ
ンン
トト

資資
料料

●
各
地
域
に
お
い
て
民
間
組
織
や
非
営

利
団
体
が
行
っ
て
い
る
「
も
の
づ
く
り

教
室
」
の
拡
充
に
む
け
た
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
支
援
体
制
の
整
備
。

も
の
づ
く
り
現
場
の
若
者
が
誇
り

を
持
っ
て
安
定
的
・
継
続
的
に
働

き
、
必
要
な
能
力
開
発
が
十
分
に
受

け
ら
れ
る
た
め
の
環
境
整
備（
例
）

●
も
の
づ
く
り
現
場
を
支
え
る
高
度
熟

的
負
担
や
悩
み
を
事
前
に
解
消
・
緩
和

し
て
い
く
た
め
の
職
場
に
お
け
る
人
間

関
係
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
再
構

築
。

正
社
員
と
し
て
も
の
づ
く
り
現
場

で
働
け
る
雇
用
機
会
の
創
出（
例
）

●
中
小
の
も
の
づ
く
り
現
場
な
ど
、
若

手
正
社
員
不
足
に
直
面
す
る
企
業
と
若

者
と
の
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
に
効

果
的
に
寄
与
す
る
若
者
雇
用
対
策
の
推

進
。
特
に
、「
若
年
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇

用
」
や
「
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
」
制
度
を

拡
充
し
、
経
済
的
・
時
間
的
余
裕
が
な

く
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
く
こ
と
が
困

難
な
若
者
が
も
の
づ
く
り
現
場
で
働
け

2233 《図表7》インターンシップ、デュアルシステム、
若年者トライアル雇用の認知度

（ｎ＝99）

《図表8》製造現場の技能系若手正社員として採
用したい人　　　　　（ｎ＝94、複数回答）

《図表9》製造現場の技能系若手正社員に対し重
視する資質 （ｎ＝98、複数回答３つまで）


